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アジアンハイウェイ東西回廊を利用した国際貨物陸上輸送網を確立 

 ラオス物流事業へ進出 

 －第三者割当増資の引受けによりラオスの物流会社を子会社化－  
 

 
当社は、６月 15 日付で Global Logistics Co.,LTD.（ラオス人民民主共和国法人）の第三者割当増資

引受により、子会社化とする合弁契約を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

 

記 

 

１．第三者割当増資引受の目的 

   平成 18 年 12 月にラオス人民民主共和国と、メコン河で国境を隔てるタイ王国の間に日本の ODA

（政府開発援助）による第二友好橋が完成し、アジアンハイウェイ東西回廊が開通いたしました。

当社は、かねてよりアジアンハイウェイ東西回廊について「タイ～ラオス～ベトナム間」の機動的

な陸上輸送サービスの展開を図る手段として、営業戦略上、重要な位置づけとして認識しておりま

した。このたびタイ・ベトナム間の陸上輸送の拠点となるラオスの Global Logistics Co.,LTD.の行

う第三者割当増資を引き受け、子会社化することといたしました。これにより、アジアンハイウェ

イ東西回廊を利用した、国際貨物陸上輸送事業をグループ内で運営する体制を構築いたしました。 

   さらに、Global Logistics Co.,LTD.子会社化のシナジー効果として、当社連結子会社ロジテムタ

イランド「LOGITEM(THAILAND)CO.,LTD.」およびロジテムベトナム№2「LOGITEM VIETNAM CORP.NO.2」

の業容の拡大が期待できるものと考えております。 

   なお、本格的な営業開始は 10 月１日を予定しております。 

 
 



２．異動する子会社「Global Logistics Co.,LTD.」の概要 

 （１）商 号  Global Logistics Co.,LTD.  

 （２）代 表 者  代表取締役社長  Toulaxay Volachit 

（３）本 店 所 在 地  ラオス人民民主共和国サバナケット県セノ特別経済区 Bゾーン 

（４）設 立 日  平成 17 年１月 24 日 

（５）主な事業内容  国際貨物運送事業、保税倉庫業 

（６）事業年度の末日  12 月 31 日 

（７）資 本 金 の 額  US＄56,000 

 

 

３．第三者割当増資の概要 

 （１）引 受 株 式 数  普通株式 38,500 株 

 （２）引 受 価 格  １株につき US＄10 

 （３）引 受 総 額  US＄385,000（46,200 千円、US＄１＝120 円で換算）           

 （４）払 込 期 日  平成 19 年９月１日（予定） 

 （５）株式取得前後の所有株式の割合 

異動前の所有株式数   0 株（所有割合 0％） 

移動後の取得株式数 38,500 株（所有割合 55％） 

 

 

４．新会社｢LOGITEM LAOS GLKP CO.,LTD.」の概要 

 （１）商 号  LOGITEM LAOS GLKP CO.,LTD. 

 （２）代 表 者  代表取締役社長 杉山 恵一 

 （３）本 店 所 在 地  ラオス人民民主共和国サバナケット県セノ特別経済区 Bゾーン 

 （４）敷 地 面 積  30,000 ㎡ 

 （５）倉 庫 面 積  保税倉庫２棟 2,700 ㎡ 

 （６）営 業 開 始 日  平成 19 年 10 月１日 

（７）主な事業内容  国際貨物輸送事業、保税倉庫業、フォワーダー業、 

トラックターミナル事業、上記に関連する全ての事業 

（８）事業年度の末日  12 月 31 日 

（９）主 な 事 業 所  連絡事務所としてラオス人民民主共和国、首都ビエンチャンに開設予定 

（10）資 本 金 の 額  US＄700,000（授権資本金 US＄3,000,000） 

（11）所 有 の 割 合  日本ロジテム株式会社 55％ 

            Toulaxay Volachit 25％ 

            K.P.Company Limited. 20％ 

          



 

５．インドシナ半島における当社グループの事業構想 

 
          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ロジテムベトナム№2、ロジテムタイランドの営業拡大と中長期的な営業構想 
ロジテムベトナム№2、ロジテムタイランドの新規得意先、既存得意先に対する営業拡大を目指し

ます。特に、ロジテムベトナム№2ダナン支店を経由したベトナム国内輸送インフラを活用して、安

全で確実な国際陸上輸送を実現いたします。中長期的には、ラオス進出企業に対する物流業務の提

供を実施する予定です。 

   
 
□先行進出による優位性の確保とアジア戦略 

□アジアンハイウェイ東西回廊を利用した 

タイ～ラオス～ベトナム間の国際輸送網の確立 

バンコク（タイ）－ハノイ（ベトナム）間の海

上輸送は、約 12 日間を要しますが、東西回廊を利

用した陸上輸送は、約３日間と大きく短縮されま

す。今回ラオスに進出したことにより、国際貨物

陸上輸送事業をグループ内で運営できる体制を構

築しました。 

 
 

□ラオス、サバナケット県セノ保税地区でのトラック

ターミナル事業の運営 

東西回廊の中間点に位置するラオス・サバナ 

ケットにおいて保税倉庫を利用した輸出入貨物取

扱業務や、他の物流企業も利用可能となるトラッ

クターミナル（集荷と配送を行う地域に設置する

輸送拠点）を運営する予定です。 
バンコク～ハノイ間 

      海路：約 12 日間 

陸路：約３日間 

ロジテムベトナム№2 

ハノイ本社 

ロジテムタイランド 

バンコク本社 

ロジテムベトナム№2 

ホーチミン支店 

ロジテムベトナム№2 

ダナン支店 
ロジテムタイランド 

カンペンペット事業所 

ロジテムラオス 

ビエンチャン連絡事務所 

ロジテムラオス 

先行進出によるインセンティブの享受とインドシナ半島全体を視野に入れたロジテムグループに

よる一貫輸送体制の確立を目指します。 

 



 

６．今後の業績に与える影響 

   当該子会社は当社の連結子会社となります。今期の連結業績に与える影響は軽微なものと考えて

おります。 

 

 

７．本件に関する問合せ先 

 （１）お客様からの問合せ先 

     国際部長 飯島 隆 

 （２）株主・投資家様からの問合せ先 

     取締役 経営企画室長 宮村 隆二 

    TEL：０３－３４３３－６７１１（代表） 

 

 

 

（ご参考）当社グループのベトナム・タイにおける海外拠点 

 会社名 英名 事業内容 拠点 

ロジテムベトナム№1 
LOGITEM  

VIETNAM CORP.NO.1 

旅客自動車運送事業 

賃貸マンション事業 

ハノイ本社 

ホーチミン支店 

ハイフォン事務所 

ロジテムベトナム№2 
LOGITEM  

VIETNAM CORP.NO.2 

貨物自動車運送事業 

倉庫事業 

保税倉庫事業等 

ハノイ本社 

ダナン支店 

ホーチミン支店 

ハイフォン事務所 

ロジテムベトナム 
LOGITEM  

VIETNAM CORP. 

貨物自動車運送事業 

倉庫事業等 

ビンフック省倉庫 

ホーチミン ICD 

ソンタン倉庫 

ロジテムタイランド 
LOGITEM 

(THAILAND)CO.,LTD.

貨物自動車運送事業 

倉庫事業等 

 

バンコク本社 

バンナー倉庫 

ラクシー支店 

カンペンペット事業所
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